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令和４年度 第１回 伊豆地域公共交通活性化協議会 議事概要

日 時 令和４年５月 17 日(火)

午後２時から３時 35 分

場 所 オンライン開催

出席者 出席者名簿のとおり

１ 開会

２ 議事

・第１号議案 協議会設置規約の一部改正について

→ 出席委員 39 名中 承認 39 名

・第２号議案 東伊豆・中伊豆地域公共交通網形成計画に位置付けられた令和３年度

事業の報告、決算の報告及び評価について

→ 出席委員 39 名中 承認 39 名

・第３号議案 南伊豆・西伊豆地域公共交通網形成計画に位置付けられた令和３年度

事業の報告及び評価について

→ 出席委員 39 名中 承認 39 名

・第４号議案 令和４年度事業の計画について

→ 出席委員 39 名中 承認 39 名

・第５号議案 令和４年度事業の予算について

→ 出席委員 39 名中 承認 39 名

＜委員質問・意見等＞

第２号議案

【道路管理者】

・「Izu Letters」（令和３年度事業で構築した観光サイト）の周知、運用にあたっては、美

しい伊豆創造センターが運営する別サイトとの差別化を意識した方がよい。

第４号議案

【交通事業者】

・新型コロナが収束しても、路線バスの利用が、コロナ前と比べて 10％から 15％程度戻ら

ないのではと懸念している。伊豆地域においては、観光利用が戻らないと事業が成り立

たない。利用を増やすための取組を期待する。

【学識経験者】

・高齢化社会が進む中、社会の価値感が「お金をどう使うか」から「時間をどう使うか」

に替わっていくのではと感じている。本協議会の取組により、公共交通を利用すること

が、時間を上手に楽しく使うための手段として広がることを期待する。
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【道路管理者】

・令和４年度に実施する調査のうち、ICT を活用したバスの利用状況調査と交通系 IC カー

ドのデータ分析では、内容が重複するのではないか。

⇒交通系 IC カードを分析できれば、バス利用状況も調査でき、内容が重複する。交通系

IC カードを分析できない場合は、ICT を活用し、効率的な方法で利用状況を調査したい。

第５号議案

【市町】

・事業に対する市町負担金の計算方法がわからない。

⇒各市町で均等に負担する事業と、人口及び観光客数等に応じて按分する事業がある。本

年度から新たな協議会に移行したことも考慮し、担当者会議等において改めて丁寧に説

明していく。

以 上


